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究所で 2001年に発足した人間安全保障研究会での

議論を紹介し、現在その研究成果のまとめに入って

いることを報告した。また佐藤教授が同研究会を通

して感じた見解を述べた。

　栗栖薫子大阪大学助教授は、2003年4月に発足し

た大阪大学国際安全保障政策研究センターでの人間

安全保障研究の特徴の紹介と、人間安全保障研究の

成果と同大学大学院教育との連動について報告し

た。

　本学の武者小路公秀特任教授は、2001年から行わ

れてきた中部高等学術研究所の人間安全保障研究会

で扱ってきたトピックと、その議論を通じて明らか

になった問題点と今後の課題について報告した。

　各大学での状況報告の後、休憩をはさみ、他大学

を含む今回の研究会に参加した研究者で、ディス

カッションが行われた。そこでの議論は、人間安全

保障という概念が国連開発計画報告書に出てきた背

景、人間安全保障と国家安全保障との関連性の問

題、共同体論、開発論など多岐にわたった。議論は

白熱のあまり終了予定時間を30分超過し、4時30分、

武者小路特任教授が締めくくりとして、今後各大学

間での研究ネットワークの重要性を指摘して研究会

は幕を閉じた。

中部高等学術研究所共同研究会
「アジアにおける文化クラスター（Ⅱ）

現代都市文化の変容」

　1月24日、25日の2日間にわたり、中部高等学術

研究所共同研究会「アジアにおける文化クラスター

（Ⅱ）：現代都市文化の変容」が大学リサーチセン

ターで開催された。

　まず、当研究プロジェクトを担当する藤井知昭特

任教授が「現代日本におけるエイサー及びよさこ

い・ソーラン系統の芸能について、祝祭性を切り口

に総合的に検討する必要があるのではないか」とい

う問題提起を行い、続いて「名古屋『にっぽんど真

ん中祭り』」矢島妙子（名古屋大学大学院生）、「エ

イサーの伝承と展開」久万田晋（沖縄県立芸術大

学）、「よさこい・そうらんのダイナミズム」岩井正

浩（神戸大学）、「都市文化と祝祭性」和崎春日（名

古屋大学）など7件の研究発表が行われた。

　総合討論では、これらエイサー及びよさこい・

ソーラン系統の芸能がどのように都市文化形成の大

きなエネルギーとなっているのか、またそれらの地

域における変容の実態、そしてそこにおける祝祭性

といった問題を総合的に検討した。

大学教育研究センター講演会
「変革期の大学における
学生支援システム」

　2月10日午後3時から、リサーチセンター2階の

大会議室で大学教育研究センター主催の講演会が開

催された。今回の講師は、京都大学高等教育教授シ

ステム開発センター助教授の大山泰宏氏で、演題は

「変革期の大学における学生支援システム」であっ

た。

　講演の中で大山氏は、まず、学生を取り巻く社会

状況の変化により学生の気質が変わってきているこ
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と、そして、それを受けて大学教育のあり方が変わ

らなければならないことを指摘した。次に、改革の

方向として、次の二つの可能性をあげた。一つは、

「教えること」より「学ぶこと」を重要視した、問

題解決型学習法の導入で、スタンフォード大学の

Bike Labでの成功例が紹介された。もう一つは、入

学時のオリエンテーション、アドバイザー教員制、

キャリアガイダンス、修学相談などを中心とした学

生支援で、一例として、ハーバード大学における多

彩な学生支援の例が紹介された。また、この二つを

統合して改革に成功したポートランド州立大学の事

例についての報告がなされた。最後に大山氏はFD

（教授団の成長発達、職能向上）、SD（大学のスタッ

フの成長発達、職能向上）、Student Development（学

生の知的側面、人格的側面の成長発達）が一体と

なった学びの共同体として大学を捉えることが必要

であるとして講演を締めくくった。

　時代の変化を反映した事例として「ウルトラマン

の物語の変遷」が飛び出したり、現在の日本の大学

の苦悩の比喩として「ステーキを出そうと必死に

なっている寿司職人」が登場したり、巧みな大山氏

の語りに約50人の参加者は熱心に耳を傾けた。

（大学教育研究センター副センター長

英語英米文化学科　助教授　大門正幸）

駐名古屋大韓民国総領事が講演
国際人間学研究所公開講演会

　1月28日午後4時から、大学1921講義室で国際人

間学研究所主催の公開講演会が開かれた。講師に迎

えた駐名古屋大韓民国総領事館の柳洲烈総領事は、

韓国のことわざで「遠い親戚より近くの他人」の意

を持つ「隣が“いとこ”」を演題に、教員、学生、社

会人ら50人を超える参加者に、日韓の歴史やこれか

らの両国の関係を1時間半にわたって講演した。

　資本主義、民主主義、高い経済力を持つ韓国と日

本が一つの経済圏を形成し、その中に現在急速に経

済成長を進める中国を組み込むことが両国にとって

有利に働く。これからのアジアの中心を担うのは私

たちである。と未来志向的な日韓関係を語った。ま

た、隣り合う両国の文化や伝統、言語に関する共通

性にも触れた。講演の中では、クイズを出題し正解

者に柳氏から、自身が執筆した小冊子のプレゼント

もあった。

　講演後、会場からさまざまな質問や意見が出され

た。聴講者の一人は、韓国を旅行した際、韓国人の

観光ガイドが自国の歴史を説明する折も日本人旅行

者に対する配慮を忘れなかったことを話し、「私た

ち日本人ももっと韓国人に対する配慮を考えるべき

では？」と意見を述べた。それに対し、柳氏は「歴

史をよく知っている日本人は良い日本人」という韓

国のことわざを引用し、これまで以上の日韓両国の

相互理解の大切さを呼びかけた。

「鷹狩の文明誌」
国際関係学部がシンポジウム

　2月14日12時30分から、国際関係学部シンポジ

ウム「鷹狩の文明誌」が大学名古屋キャンパス6階

ホールで行われた。このシンポジウムは「鷹狩」を
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